
， ， は 辺の長さが の正三角形の頂点で，

弧 は半径 の円弧である。

この図形の中に図のように互いに接する甲乙丙円

を配置する。

甲乙丙円の半径をそれぞれ求めよ。

　甲乙丙円を ， ， とおき，図のように

記号を付ける。

△ について， ＝ であるから， ＝

＝ ， ＝ であるから， ＝ 　 ＝

△ について， ＝ であるから， ＝ ＝

＝ ＝ より， ＝ ＝

次に，△ について， ＝ ， ＝ ，

＝ ＝ であるから三平方の定理により，

について整理すると，

＝ を代入して整理すると， 　 ＝

より， ＝ 　 ＝ （ ）

よって，各円の半径は，甲： ，乙： ，丙： 　

△ の垂心，外心をそれぞれ ， とする。 ， ， のとき，

次のベクトルを ， を用いて表せ。

　

　

　 ， ， のとき， ， ，

， ， ， である。

また， ， ， ･ ＝ ＝ ＝ である。

△ ＝ とおくと， ＝ である。
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　 ＝ ＝ とおく。

より， ･ 　 ･ ･ 　 ･ 　

　…①

同様に， より， ･ 　 ･ ･ 　 ･ 　

　…②

② －①より，

＝ ＝ ＝ ＝ 　

同様に，① －②より，

よって， ＝ ＝ であるから，

＝ 　

　 と外接円との交点を とし， ＝ とおくと， ＝ ＝

＝ より， ･ 　 ･ 　 ･

･ 　 　 　…①

同様に， ＝ より， ･ 　 ･ 　 ･

･ 　 　 　…②

①，②を連立させて， ＝ ， ＝

ここで， ＝ ＝
･

･
＝ ，同様に， ＝ より，

よって， ＝ ＋ ＝

　　　　　　＝ 　

（ジョーカー）
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